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は
じ
め
に

　
本
年
２
月
、九
州
経
済
調
査
協
会
で
は
、2
0
1
1
年
版

九
州
経
済
白
書「
訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階
」を
刊
行

し
た
。本
書
で
は
、九
州・沖
縄・山
口
に
お
け
る
外
国
人
観

光
客
の
動
向
を
、統
計
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、取
材
を

も
と
に
分
析
し
て
い
る
。

　
九
州
で
は
、近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
に
伴
い
、外
国
人

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。増
加
ペ
ー
ス
は
非
常
に
強
く
、今

後
も
そ
の
流
れ
は
加
速
す
る
と
み
て
お
り
、九
州
経
済
を
牽

引
す
る
新
た
な
産
業
の
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、本
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
。外
国
人
の
日
本
へ
の
渡
航
が
減
少
し
た
こ
と

で
、足
下
で
は
九
州
への
外
国
人
客
も
激
減
し
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。し
か
し
、九
州
は
震
災

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、今
後
は

む
し
ろ
他
地
域
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
外
国
人
客
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

  　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
は
、年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
た
。九
州
の
入
国
外
国
人
数
の
長

期
推
移
を
み
る
と
、1
9
8
5
年
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円

高
、88
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
な
ど
数
回
の
落
ち
込
み
は

あ
る
も
の
の
、75
年
以
降
、ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て

い
る
。九
州
は
、経
済
成
長
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る「
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
」を
迎
え
て
い

る（
図
表
1
）。

　
政
府
で
は
、2
0
2
0
年
初
め
ま
で
に
訪
日
外
国
人
数
を

年
間
2
，5
0
0
万
人
ま
で
拡
大
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。九
州
で
は
、そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

訪
日
外
国
人
数
を
現
在
の
1
0
0
万
人
か
ら
、2
5
0
万

人（
政
府
目
標
の
1
割
）ま
で
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
を
牽
引
す
る
の
は
、ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、特
に
中
国
人
観
光
客
の
伸
び
が

高
い
。も
と
も
と
欧
米
と
の
国
際
航
空
路
線
が
少
な
い
九
州

は
、入
国
外
国
人
数
に
占
め
る
ア
ジ
ア
の
比
率
が
高
く
、

2
0
0
0
年
代
に
は
90
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。全
体

的
な
訪
日
外
国
人
数
は
韓
国
人
が
多
い
も
の
の
、中
国
に
お

け
る
旅
行
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、九
州
を
訪
れ
る
中
国
人
観

光
客
は
増
加
し
て
い
る
。九
州・山
口
へ
の
入
国
者
数
の
推
移

を
98
年
を
1
0
0
と
し
て
み
る
と
、韓
国
は
2
0
0
7
年
ま

で
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
が
、08
年
、09
年
と
大
幅
に

低
下
し
た
。し
か
し
、中
国
は
09
年
に
は
98
年
の
約
4
倍
以

上
の
伸
び
と
な
って
お
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
も
伸
び
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
図
表
2
）。

　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
支
え
て
い
る
の
が
、海

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。入
国
外
国
人
数
の
港
湾（
船

舶
）か
ら
の
入
国
比
率
は
、全
国
が
5.
7
％
で
あ
る
な
か
、

九
州
は
2
0
0
0
年
代
の
後
半
に
40
％
を
超
え
、09
年
に

は
43.
4
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。九
州
へ
の
来
訪
は
、船
舶

が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
為
の
九
州
の
強
み
と
な
って
い
る
。

　
09
年
の
港
湾
か
ら
の
入
国
外
国
人
数
の
都
道
府
県
別
ラ

ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、14
万
6
，0
0
0
人
が
博
多
港
や
門

司
港
か
ら
入
国
し
た
福
岡
県
が
1
位
、沖
縄
県
が
2
位
、

山
口
県
が
3
位
、長
崎
県
が
4
位
、鹿
児
島
県
が
6
位
と

な
っ
て
い
る（
図
表
3
）。九
州
・
沖
縄
は
、海
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
と
同
時
に
、空
路
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、外

国
人
は
九
州
で
ど
の
よ
う
な
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。観
光
庁「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
調
査（
第
1

回
及
び
第
2
回
）」を
も
と
に
推
計
す
る
と
、九
州
の
訪
日

外
国
人
の
観
光
消
費
額
は
1
，2
0
3
億
円
、経
済
波
及

効
果
は
1
，5
1
2
億
円
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、就
業
者

数
1
7
，5
8
4
人
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る（
図
表
4
）。

九
州
7
県
の
日
本
人
を
含
め
た
旅
行
消
費
額
は
2.
4
兆

円（
九
州
経
済
調
査
月
報
2
0
1
0
年
9
月
）と
試
算
さ

れ
る
為
、訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
観
光
消
費
額
全
体
の

5.
0
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。訪
日
外
国
人
に
関
連
す

る
産
業
は
、よ
う
や
く
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
と
い
え

る
。

　
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
を
来
訪
地
域
別
に
み
る
と
、九

州
の
訪
日
外
国
人
の
1
人
あ
た
り
の
消
費
総
額
は
15.
2

万
円
、北
海
道
が
19.
2
万
円
、関
東
が
21.
3
万
円
、沖
縄

は
14.
8
万
円
で
あ
っ
た
。九
州・沖
縄
は
日
本
の
中
で
も
、

低
価
格
な
旅
行
が
出
来
る
地
域
と
い
え
る
。

　
料
金
の
安
さ
は
、ア
ジ
ア
と
の
近
さ
か
ら
交
通
費
や
パ
ッ

ク
旅
行
費
が
安
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
費
と
往
復
航
空
運
賃
の
い
わ
ゆ
る「
旅
行
前
の
消

費
」は
、九
州
は
全
消
費
額
の
約
48
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

北
海
道
旅
行
は
約
69
％
を
占
め
て
い
る
。九
州
は
ど
の
地

域
よ
り
も「
旅
行
中
の
支
出
」の
割
合
が
高
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

　
旅
行
中
の
支
出
額
は
九
州
の
8
万
円
に
対
し
北
海
道
は

6
万
円
と
な
っ
た
。旅
行
中
の
消
費
と
し
て
九
州
で
消
費
額

の
割
合
が
北
海
道
を
上
回
る
の
は
、宿
泊
料
金
や
飲
食
費

で
あ
る
。低
価
格
と
は
い
え
、宿
泊
や
飲
食
の
選
択
の
自
由

度
が
高
く
、多
様
な
宿
泊
施
設
や
食
を
楽
し
む
傾
向
が
う

か
が
え
る
。

　
北
海
道
の
場
合
、パ
ッ
ク
旅
行
の
割
合
が
75.
4
%
で
あ

る
の
に
対
し
、九
州
は
24.
8
％
程
度
で
あ
り
、個
人
旅
行

化
が
進
ん
で
い
る（
観
光
庁「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」）。九
州
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、旅
行
社
で
決
め

ら
れ
た
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
に
旅
程
が
限
定
さ
れ
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
、域
内
の
宿
泊
事
業
者
や
運
輸
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
って
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
九
州
の
旅
行
中
の
1
人
当
り
買
物
代
は
2
万
4
，

6
7
5
円
で
あ
り
、北
海
道
の
3
万
4
，3
2
9
円
と
約
１

万
円
の
差
が
あ
る
。北
海
道
と
差
が
つ
い
て
い
る
の
は「
菓

子
類
」で
、そ
の
差
は
客
単
価
で
約
3
，0
0
0
円
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
、「
白
い
恋
人
」（
石
屋
製
菓
）、「
札
幌
農
学

校
」（
き
の
と
や
）、「
北
海
道
じ
ゃ
が
ッ
キ
ー
」（
わ
か
さ
い
も

本
舗
）な
ど
人
気
の
菓
子
が
多
く
、ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

に
も
好
ま
れ
て
い
る
。「
白
い
恋
人
」は
台
湾
人
を
中
心
に

人
気
が
あ
り
、箱
単
位
で
の
ま
と
め
買
い
も
珍
し
く
な
い
。

多
く
の
商
品
が
、北
海
道
産
の
牛
乳
や
バ
タ
ー
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
地
域
の
食
材
を
使
う
と
同
時
に
、雪
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
、北
海
道
や
札
幌
な
ど
の
地
名
が
付
く

商
品
で
あ
る
。菓
子
は
、物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
域
外
に

出
る
が
、北
海
道
内
で
の
販
売
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、海

外
で
の
お
土
産
物
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
って
い
る
。

　
今
後
、訪
日
外
国
人
の
消
費
を
増
や
す
に
は
、九
州
の
強

み
を
生
か
し
た
土
産
品
の
開
発
や
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
誘
致
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
の
九
州
の
訪
日
外
国
人
観
光
の
拡
大
へ
の
取
組
と

し
て
、「
ア
ジ
ア
の
安
近
短
旅
行
の
受
入
拠
点
化
」、「
九
州

の
旅
行
商
品
の
高
付
加
価
値
化
」の
２
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
量
的
な
拡
大
を
図
る
こ
と
、も
う
１
つ
は
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
獲
得
競
争
は
、国
内
の
地
域
間
だ
け

で
な
く
国
際
的
に
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。九
州
で
も
各

種
の
観
光
施
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
施
し
て
、九
州
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
早
期
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
観
光
推
進
機
構
は
10
年
9
月
、内
閣
府「
地
域
活

性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」に「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特

区
」を
申
請
し
た
。「
地
域
活
性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」

は
、政
府
の「
新
成
長
戦
略（
2
0
1
0
年
6
月
）」に
基
づ

き
創
設
を
予
定
し
て
い
る「
総
合
特
区
制
度
」の
1
つ
で
あ

り
、規
制
の
特
例
措
置
や
税
制・財
政・金
融
上
の
支
援
措

置
等
を
パッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特
区
」で
は
、①
東
ア
ジ
ア

の
日
常
的
な
安
近
短
観
光
特
区・九
州
、②
東
ア
ジ
ア
の
治

療・健
診・療
養
特
区・九
州
、③
東
ア
ジ
ア
の
教
育
旅
行・

知
的
観
光
特
区
・
九
州
の
3
つ
を
掲
げ
て
お
り
、C
I
Q

（
※
）の
簡
素
化
、迅
速
化
の
推
進
や
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
支
援
等
31
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。

　
九
州
は
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
が
高
頻
度
に
来
訪
し
、

短
時
間
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
地
域
で
あ
る
。入
国
の

制
度
や
体
制
を
整
備
し
、気
軽
に
訪
問
出
来
る〝
九
州
〞を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
は
、訪
日
外
国
人
の
船
舶
に
よ
る
大
量
集
客
が
可

能
な
こ
と
が
特
徴
の
1
つ
で
あ
る
。そ
し
て
、近
年
増
加
し

て
い
る
中
国
発
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、1
週
間
以
内
の
旅
程
が

多
く
、国
内
で
は
距
離
的
に
み
て
九
州
に
優
位
性
が
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
が
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
と
拡
大
し
て

い
け
ば
、当
面
ク
ル
ー
ズ
需
要
は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

　
停
泊
時
間
が
限
ら
れ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
効
果
を
引
き
出

す
た
め
に
は
、ま
ず
、多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
を
下
船
さ
せ
、出

来
る
だ
け
多
く
消
費
さ
せ
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

C
I
Q
迅
速
化（
入
国
審
査
ブ
ー
ス
の
拡
大
、補
助
要
員
の

増
員
、入
国
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
）と
と
も
に
、都
市
の

魅
力
ア
ッ
プ
や
購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫（
店
舗
情

報
や
商
品
知
識
の
提
供
、円
滑
な
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
）が

求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、九
州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
定
着
さ
せ

る
に
は
、九
州
各
県
の
港
湾
間
で
誘
致
競
争
を
す
る
よ
り
、

「
九
州
」と
し
て
の
寄
港
を
P
R
す
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
安
定
的
に
寄
港
さ
せ
る
為
に
は
、日
本
人
乗

船
客
の
増
加
も
必
要
で
あ
ろ
う
。ク
ル
ー
ズ
船
社
は
乗
客
の

存
在
す
る
と
こ
ろ
に
配
船
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。今
の
と
こ
ろ
日
本
人
は
ク
ル
ー
ズ
に
対
し
て「
高
価
格
」

や「
長
期
旅
行
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、日
本
の
ク

ル
ー
ズ
市
場
は
所
得
水
準
や
旅
行
市
場
の
成
熟
度
に
対
し

極
端
に
小
さ
い
。こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
と
新
幹
線
、高
速
バ
ス
、航
空
機
と
を
組
み

合
わ
せ
、陸
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド・ツ
ア
ー
や
、空
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
フ
ラ
イ・ア

ン
ド・ク
ル
ー
ズ
と
いっ
た
多
様
な
旅
行
商
品
を
提
案
し
、九

州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
母
港
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。特

に
、本
年
3
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
開
業
を
期
に
九
州
各

地
の
観
光
地
の
再
評
価
と
P
R
が
図
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら

を
外
国
人
客
向
け
の
観
光
資
源
、旅
行
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
人
へ
の
ビ
ザ
の
発
給
要
件
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
お

り
、今
後
、個
人
観
光
客
も
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、団
体
観
光
の
比
率
は
09
年
に
5
割
を
上
回
り
、増

加
傾
向
に
あ
る
。こ
の
為
、中
国
か
ら
の
観
光
客
は
当
面
、

団
体
観
光
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、中
国
人
団
体
客
は
、東
京
〜
大
阪
間
の
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
が
、次
第
に

地
方
へ
と
分
散
す
る
で
あ
ろ
う
。そ
れ
ら
を
九
州
で
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
団
体
観
光
客
の
受
入
は
、宿
泊
施
設
に
と
っ
て
稼
働
率
を

高
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、と
も
す
れ
ば
旅
行
社
か

ら
の
値
下
げ
圧
力
か
ら
薄
利
多
売
の
低
価
格
競
争
に
陥
る

可
能
性
が
あ
る
。低
価
格
な
旅
行
商
品
の
企
画
で
も
利
益

が
出
せ
る
構
造
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。九
州・日
本
の
旅

行
社
や
宿
泊
施
設
、観
光
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で
、九
州

の
人
件
費
や
食
材
の
安
さ
に
加
え
、価
格
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
や
食
の
質
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）の
調
査
に
よ
る
と
、訪

日
外
国
人
の
観
光
目
的
と
し
て「
日
本
の
食
事
」が
上
位
と

な
って
い
る
。九
州
は
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
、各
地
に
個
性

あ
る
郷
土
料
理
や
土
産
が
あ
り
、農
林
水
産
業
や
食
品
産

業
と
訪
日
外
国
人
観
光
と
の
連
関
が
実
を
結
ぶ
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、ア
ジ
ア
で
は
80
年
代
生
ま
れ
の
新
し
い
世
代
が
海

外
旅
行
に
も
台
頭
し
て
お
り
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。九
州
で

は
、こ
う
し
た
新
し
い
世
代
の
誘
客
も
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、観
光
産
業
と
フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
、美
容
産
業
な

ど
と
の
融
合
が
あ
る
。中
国
人
向
け
の
観
光
ツ
ア
ー
を
組
成

す
る
企
業
の
な
か
に
は
、福
岡
の
美
容
院
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、様
々
な
産
業
と
の
連
携
が
、九
州
旅
行
の
高

付
加
価
値
化
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
高
付
加
価
値
な
旅
行
の
1
つ
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
自
国
に
は
な
い
医
療
機
器
で
の
治
療
や
検
診
と
、オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
観
光
の
双
方
を
目
的
に
海
外
を
訪
れ
る
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、政
府
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
に
も「
国

際
医
療
交
流
」と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
促
進
の
為
に
、政
府
で
は
海
外
か
ら
病
気
の
治
療
や
健
康

診
断
を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
対
し
て
、最
長
６
カ
月
の
滞

在
を
認
め
る「
医
療
滞
在
査
証（
ビ
ザ
）」を
新
設
し
、11
年

1
月
か
ら
発
給
を
始
め
て
い
る
。日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ

る
と
、日
本
に
医
療
目
的
で
渡
航
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
は

2
0
2
0
年
に
は
年
間
43
万
人
、観
光
を
含
め
た
市
場
規

模
は
約
5
，5
0
0
億
円
、経
済
波
及
効
果
は
2,
8
0
0

億
円
が
期
待
出
来
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
の
強
み
と
な
る
の
は
、鳥
栖
市
、指
宿
市
の
ガ
ン
粒

※
C
I
Q
：
税
関
（C

ustom
s

）、出
入
国
管
理（Im

m
igration

）、

検
疫（Q

uarantine

）の
頭
文
字
を
取
って一語
と
し
た
も
の
で
、国
境

を
越
え
る
交
通
及
び
物
流
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
手
続
き
。

訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階 

〜
2
0
1
1
年
版 

九
州
経
済
白
書
よ
り

調査研究部　研究員

［略歴］
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1988年 九州大学工学部 
　　　　水工土木学科 卒業

財団法人 九州経済調査協会

八尋 和郎氏
調査研究部　研究主幹
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ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
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カ
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ネ
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ク
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0
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国
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九
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2
0
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円
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九
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ラ
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確
立

九
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ア
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国
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ク
ル
ー
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拠
点
に

中
国
人
団
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旅
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へ
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応
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様
々
な
産
業
と
の
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携
強
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リ
ズ
ム
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推
進

図表4　九州における訪日外国人の経済効果（2010年）（単位：百万円、人）

経済波及

第 1 次 波 及 効 果
（直接効果+1次間接効果）
第 2 次 波 及 効 果

合　計

121,692

29,527

72,093

18,469

15,110

2,474
151,219 90,561 17,584

効果 粗付加価値
うち

誘発額

就業
誘発者数

図表3　訪日外国人の港湾からの入国者数 （単位：人）

福岡県
山口県
長崎県
大阪府
沖縄県
富山県
北海道
広島県
兵庫県
新潟県

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2005 2009
434,658428,029

178,152
71,429
57,722
47,277
32,396
12,165
9,836
6,123
6,079
2,320

福岡県
沖縄県
山口県
長崎県
大阪府
鹿児島県
北海道
鳥取県
兵庫県
神奈川県

145,759
79,132
64,794
64,733
35,087
13,114
8,304
7,310
5,889
3,418

順位 全　国 全　国

資料） 法務省「出入国管理統計年報」より九経調作成

資料） 法務省「出入国管理統計年報」
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図表2　九州・山口の国別訪日外国人の推移

1998年＝100

子
線
施
設
の
稼
働
で
あ
ろ
う
。ガ
ン
粒
子
線
は
、病
巣
に

絞
っ
て
照
射
す
る
最
先
端
の
放
射
線
治
療
法
で
あ
る
。指
宿

で
は
陽
子
線
照
射
、鳥
栖
で
は
重
粒
子
線
照
射
と
い
う
方

式
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、1
日
の
治
療
時
間
は
短
時
間

で
、数
日
か
ら
数
カ
月
間
の
治
療
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、治

療
以
外
の
時
間
に
温
泉
な
ど
の
療
養
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。ガ
ン
粒
子
線
治
療
施
設
は
、現
在
建
設
中
の
も
の
も

含
め
国
内
に
は
10
カ
所
あ
る
が
、ア
ジ
ア
諸
国
に
は
導
入
事

例
が
な
い
。今
後
、韓
国
や
中
国
で
計
画
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、他
国
で
導
入
さ
れ
る
前
に
九
州
で
旅
行
商
品
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
ア
ジ
ア
圏
の
旅
行
客
の
拡
大
に
よ
り
、ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
時
代
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。九
州
に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、九
州
が
ア
ジ
ア
に
近
い

と
い
う
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
、大
量
の
人
が
日
常
的

に
、気
軽
に
九
州
と
ア
ジ
ア
を
往
来
す
る
時
代
で
あ
る
。低

価
格
な
旅
行
と
い
う
強
み
は
、訪
日
外
国
人
が
東
京
〜
大

阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る
構
造
か
ら
の
脱

却
を
図
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
今
後
、隣
国
間
で
の
観
光
客
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、九
州
は
、満
足
度
を
高
め
、九
州
フ
ァ

ン・リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
旅
行
消
費
額
、滞
在
時

間
を
伸
ば
す
と
同
時
に
、多
様
な
企
業
の
参
入
に
よ
っ
て
産

業
連
関
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

展
望
と
課
題

3

図表1　九州・山口の入国外国人数の長期推移（1975～2020年）

（目標値）

（アジアインバウンド時代）
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国際観光以前 黎明期 助走期 発展期
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実
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は
じ
め
に

　
本
年
２
月
、九
州
経
済
調
査
協
会
で
は
、2
0
1
1
年
版

九
州
経
済
白
書「
訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階
」を
刊
行

し
た
。本
書
で
は
、九
州・沖
縄・山
口
に
お
け
る
外
国
人
観

光
客
の
動
向
を
、統
計
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、取
材
を

も
と
に
分
析
し
て
い
る
。

　
九
州
で
は
、近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
に
伴
い
、外
国
人

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。増
加
ペ
ー
ス
は
非
常
に
強
く
、今

後
も
そ
の
流
れ
は
加
速
す
る
と
み
て
お
り
、九
州
経
済
を
牽

引
す
る
新
た
な
産
業
の
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、本
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
。外
国
人
の
日
本
へ
の
渡
航
が
減
少
し
た
こ
と

で
、足
下
で
は
九
州
への
外
国
人
客
も
激
減
し
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。し
か
し
、九
州
は
震
災

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、今
後
は

む
し
ろ
他
地
域
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
外
国
人
客
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

  　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
は
、年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
た
。九
州
の
入
国
外
国
人
数
の
長

期
推
移
を
み
る
と
、1
9
8
5
年
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円

高
、88
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
な
ど
数
回
の
落
ち
込
み
は

あ
る
も
の
の
、75
年
以
降
、ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て

い
る
。九
州
は
、経
済
成
長
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る「
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
」を
迎
え
て
い

る（
図
表
1
）。

　
政
府
で
は
、2
0
2
0
年
初
め
ま
で
に
訪
日
外
国
人
数
を

年
間
2
，5
0
0
万
人
ま
で
拡
大
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。九
州
で
は
、そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

訪
日
外
国
人
数
を
現
在
の
1
0
0
万
人
か
ら
、2
5
0
万

人（
政
府
目
標
の
1
割
）ま
で
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
を
牽
引
す
る
の
は
、ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、特
に
中
国
人
観
光
客
の
伸
び
が

高
い
。も
と
も
と
欧
米
と
の
国
際
航
空
路
線
が
少
な
い
九
州

は
、入
国
外
国
人
数
に
占
め
る
ア
ジ
ア
の
比
率
が
高
く
、

2
0
0
0
年
代
に
は
90
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。全
体

的
な
訪
日
外
国
人
数
は
韓
国
人
が
多
い
も
の
の
、中
国
に
お

け
る
旅
行
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、九
州
を
訪
れ
る
中
国
人
観

光
客
は
増
加
し
て
い
る
。九
州・山
口
へ
の
入
国
者
数
の
推
移

を
98
年
を
1
0
0
と
し
て
み
る
と
、韓
国
は
2
0
0
7
年
ま

で
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
が
、08
年
、09
年
と
大
幅
に

低
下
し
た
。し
か
し
、中
国
は
09
年
に
は
98
年
の
約
4
倍
以

上
の
伸
び
と
な
って
お
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
も
伸
び
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
図
表
2
）。

　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
支
え
て
い
る
の
が
、海

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。入
国
外
国
人
数
の
港
湾（
船

舶
）か
ら
の
入
国
比
率
は
、全
国
が
5.
7
％
で
あ
る
な
か
、

九
州
は
2
0
0
0
年
代
の
後
半
に
40
％
を
超
え
、09
年
に

は
43.
4
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。九
州
へ
の
来
訪
は
、船
舶

が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
為
の
九
州
の
強
み
と
な
って
い
る
。

　
09
年
の
港
湾
か
ら
の
入
国
外
国
人
数
の
都
道
府
県
別
ラ

ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、14
万
6
，0
0
0
人
が
博
多
港
や
門

司
港
か
ら
入
国
し
た
福
岡
県
が
1
位
、沖
縄
県
が
2
位
、

山
口
県
が
3
位
、長
崎
県
が
4
位
、鹿
児
島
県
が
6
位
と

な
っ
て
い
る（
図
表
3
）。九
州
・
沖
縄
は
、海
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
と
同
時
に
、空
路
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、外

国
人
は
九
州
で
ど
の
よ
う
な
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。観
光
庁「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
調
査（
第
1

回
及
び
第
2
回
）」を
も
と
に
推
計
す
る
と
、九
州
の
訪
日

外
国
人
の
観
光
消
費
額
は
1
，2
0
3
億
円
、経
済
波
及

効
果
は
1
，5
1
2
億
円
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、就
業
者

数
1
7
，5
8
4
人
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る（
図
表
4
）。

九
州
7
県
の
日
本
人
を
含
め
た
旅
行
消
費
額
は
2.
4
兆

円（
九
州
経
済
調
査
月
報
2
0
1
0
年
9
月
）と
試
算
さ

れ
る
為
、訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
観
光
消
費
額
全
体
の

5.
0
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。訪
日
外
国
人
に
関
連
す

る
産
業
は
、よ
う
や
く
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
と
い
え

る
。

　
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
を
来
訪
地
域
別
に
み
る
と
、九

州
の
訪
日
外
国
人
の
1
人
あ
た
り
の
消
費
総
額
は
15.
2

万
円
、北
海
道
が
19.
2
万
円
、関
東
が
21.
3
万
円
、沖
縄

は
14.
8
万
円
で
あ
っ
た
。九
州・沖
縄
は
日
本
の
中
で
も
、

低
価
格
な
旅
行
が
出
来
る
地
域
と
い
え
る
。

　
料
金
の
安
さ
は
、ア
ジ
ア
と
の
近
さ
か
ら
交
通
費
や
パ
ッ

ク
旅
行
費
が
安
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
費
と
往
復
航
空
運
賃
の
い
わ
ゆ
る「
旅
行
前
の
消

費
」は
、九
州
は
全
消
費
額
の
約
48
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

北
海
道
旅
行
は
約
69
％
を
占
め
て
い
る
。九
州
は
ど
の
地

域
よ
り
も「
旅
行
中
の
支
出
」の
割
合
が
高
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

　
旅
行
中
の
支
出
額
は
九
州
の
8
万
円
に
対
し
北
海
道
は

6
万
円
と
な
っ
た
。旅
行
中
の
消
費
と
し
て
九
州
で
消
費
額

の
割
合
が
北
海
道
を
上
回
る
の
は
、宿
泊
料
金
や
飲
食
費

で
あ
る
。低
価
格
と
は
い
え
、宿
泊
や
飲
食
の
選
択
の
自
由

度
が
高
く
、多
様
な
宿
泊
施
設
や
食
を
楽
し
む
傾
向
が
う

か
が
え
る
。

　
北
海
道
の
場
合
、パ
ッ
ク
旅
行
の
割
合
が
75.
4
%
で
あ

る
の
に
対
し
、九
州
は
24.
8
％
程
度
で
あ
り
、個
人
旅
行

化
が
進
ん
で
い
る（
観
光
庁「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」）。九
州
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、旅
行
社
で
決
め

ら
れ
た
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
に
旅
程
が
限
定
さ
れ
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
、域
内
の
宿
泊
事
業
者
や
運
輸
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
って
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
九
州
の
旅
行
中
の
1
人
当
り
買
物
代
は
2
万
4
，

6
7
5
円
で
あ
り
、北
海
道
の
3
万
4
，3
2
9
円
と
約
１

万
円
の
差
が
あ
る
。北
海
道
と
差
が
つ
い
て
い
る
の
は「
菓

子
類
」で
、そ
の
差
は
客
単
価
で
約
3
，0
0
0
円
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
、「
白
い
恋
人
」（
石
屋
製
菓
）、「
札
幌
農
学

校
」（
き
の
と
や
）、「
北
海
道
じ
ゃ
が
ッ
キ
ー
」（
わ
か
さ
い
も

本
舗
）な
ど
人
気
の
菓
子
が
多
く
、ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

に
も
好
ま
れ
て
い
る
。「
白
い
恋
人
」は
台
湾
人
を
中
心
に

人
気
が
あ
り
、箱
単
位
で
の
ま
と
め
買
い
も
珍
し
く
な
い
。

多
く
の
商
品
が
、北
海
道
産
の
牛
乳
や
バ
タ
ー
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
地
域
の
食
材
を
使
う
と
同
時
に
、雪
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
、北
海
道
や
札
幌
な
ど
の
地
名
が
付
く

商
品
で
あ
る
。菓
子
は
、物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
域
外
に

出
る
が
、北
海
道
内
で
の
販
売
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、海

外
で
の
お
土
産
物
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
って
い
る
。

　
今
後
、訪
日
外
国
人
の
消
費
を
増
や
す
に
は
、九
州
の
強

み
を
生
か
し
た
土
産
品
の
開
発
や
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
誘
致
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
の
九
州
の
訪
日
外
国
人
観
光
の
拡
大
へ
の
取
組
と

し
て
、「
ア
ジ
ア
の
安
近
短
旅
行
の
受
入
拠
点
化
」、「
九
州

の
旅
行
商
品
の
高
付
加
価
値
化
」の
２
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
量
的
な
拡
大
を
図
る
こ
と
、も
う
１
つ
は
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
獲
得
競
争
は
、国
内
の
地
域
間
だ
け

で
な
く
国
際
的
に
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。九
州
で
も
各

種
の
観
光
施
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
施
し
て
、九
州
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
早
期
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
観
光
推
進
機
構
は
10
年
9
月
、内
閣
府「
地
域
活

性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」に「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特

区
」を
申
請
し
た
。「
地
域
活
性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」

は
、政
府
の「
新
成
長
戦
略（
2
0
1
0
年
6
月
）」に
基
づ

き
創
設
を
予
定
し
て
い
る「
総
合
特
区
制
度
」の
1
つ
で
あ

り
、規
制
の
特
例
措
置
や
税
制・財
政・金
融
上
の
支
援
措

置
等
を
パッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特
区
」で
は
、①
東
ア
ジ
ア

の
日
常
的
な
安
近
短
観
光
特
区・九
州
、②
東
ア
ジ
ア
の
治

療・健
診・療
養
特
区・九
州
、③
東
ア
ジ
ア
の
教
育
旅
行・

知
的
観
光
特
区
・
九
州
の
3
つ
を
掲
げ
て
お
り
、C
I
Q

（
※
）の
簡
素
化
、迅
速
化
の
推
進
や
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
支
援
等
31
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。

　
九
州
は
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
が
高
頻
度
に
来
訪
し
、

短
時
間
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
地
域
で
あ
る
。入
国
の

制
度
や
体
制
を
整
備
し
、気
軽
に
訪
問
出
来
る〝
九
州
〞を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
は
、訪
日
外
国
人
の
船
舶
に
よ
る
大
量
集
客
が
可

能
な
こ
と
が
特
徴
の
1
つ
で
あ
る
。そ
し
て
、近
年
増
加
し

て
い
る
中
国
発
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、1
週
間
以
内
の
旅
程
が

多
く
、国
内
で
は
距
離
的
に
み
て
九
州
に
優
位
性
が
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
が
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
と
拡
大
し
て

い
け
ば
、当
面
ク
ル
ー
ズ
需
要
は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

　
停
泊
時
間
が
限
ら
れ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
効
果
を
引
き
出

す
た
め
に
は
、ま
ず
、多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
を
下
船
さ
せ
、出

来
る
だ
け
多
く
消
費
さ
せ
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

C
I
Q
迅
速
化（
入
国
審
査
ブ
ー
ス
の
拡
大
、補
助
要
員
の

増
員
、入
国
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
）と
と
も
に
、都
市
の

魅
力
ア
ッ
プ
や
購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫（
店
舗
情

報
や
商
品
知
識
の
提
供
、円
滑
な
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
）が

求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、九
州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
定
着
さ
せ

る
に
は
、九
州
各
県
の
港
湾
間
で
誘
致
競
争
を
す
る
よ
り
、

「
九
州
」と
し
て
の
寄
港
を
P
R
す
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
安
定
的
に
寄
港
さ
せ
る
為
に
は
、日
本
人
乗

船
客
の
増
加
も
必
要
で
あ
ろ
う
。ク
ル
ー
ズ
船
社
は
乗
客
の

存
在
す
る
と
こ
ろ
に
配
船
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。今
の
と
こ
ろ
日
本
人
は
ク
ル
ー
ズ
に
対
し
て「
高
価
格
」

や「
長
期
旅
行
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、日
本
の
ク

ル
ー
ズ
市
場
は
所
得
水
準
や
旅
行
市
場
の
成
熟
度
に
対
し

極
端
に
小
さ
い
。こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
と
新
幹
線
、高
速
バ
ス
、航
空
機
と
を
組
み

合
わ
せ
、陸
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド・ツ
ア
ー
や
、空
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
フ
ラ
イ・ア

ン
ド・ク
ル
ー
ズ
と
いっ
た
多
様
な
旅
行
商
品
を
提
案
し
、九

州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
母
港
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。特

に
、本
年
3
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
開
業
を
期
に
九
州
各

地
の
観
光
地
の
再
評
価
と
P
R
が
図
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら

を
外
国
人
客
向
け
の
観
光
資
源
、旅
行
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
人
へ
の
ビ
ザ
の
発
給
要
件
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
お

り
、今
後
、個
人
観
光
客
も
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、団
体
観
光
の
比
率
は
09
年
に
5
割
を
上
回
り
、増

加
傾
向
に
あ
る
。こ
の
為
、中
国
か
ら
の
観
光
客
は
当
面
、

団
体
観
光
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、中
国
人
団
体
客
は
、東
京
〜
大
阪
間
の
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
が
、次
第
に

地
方
へ
と
分
散
す
る
で
あ
ろ
う
。そ
れ
ら
を
九
州
で
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
団
体
観
光
客
の
受
入
は
、宿
泊
施
設
に
と
っ
て
稼
働
率
を

高
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、と
も
す
れ
ば
旅
行
社
か

ら
の
値
下
げ
圧
力
か
ら
薄
利
多
売
の
低
価
格
競
争
に
陥
る

可
能
性
が
あ
る
。低
価
格
な
旅
行
商
品
の
企
画
で
も
利
益

が
出
せ
る
構
造
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。九
州・日
本
の
旅

行
社
や
宿
泊
施
設
、観
光
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で
、九
州

の
人
件
費
や
食
材
の
安
さ
に
加
え
、価
格
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
や
食
の
質
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）の
調
査
に
よ
る
と
、訪

日
外
国
人
の
観
光
目
的
と
し
て「
日
本
の
食
事
」が
上
位
と

な
って
い
る
。九
州
は
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
、各
地
に
個
性

あ
る
郷
土
料
理
や
土
産
が
あ
り
、農
林
水
産
業
や
食
品
産

業
と
訪
日
外
国
人
観
光
と
の
連
関
が
実
を
結
ぶ
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、ア
ジ
ア
で
は
80
年
代
生
ま
れ
の
新
し
い
世
代
が
海

外
旅
行
に
も
台
頭
し
て
お
り
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。九
州
で

は
、こ
う
し
た
新
し
い
世
代
の
誘
客
も
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、観
光
産
業
と
フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
、美
容
産
業
な

ど
と
の
融
合
が
あ
る
。中
国
人
向
け
の
観
光
ツ
ア
ー
を
組
成

す
る
企
業
の
な
か
に
は
、福
岡
の
美
容
院
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、様
々
な
産
業
と
の
連
携
が
、九
州
旅
行
の
高

付
加
価
値
化
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
高
付
加
価
値
な
旅
行
の
1
つ
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
自
国
に
は
な
い
医
療
機
器
で
の
治
療
や
検
診
と
、オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
観
光
の
双
方
を
目
的
に
海
外
を
訪
れ
る
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、政
府
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
に
も「
国

際
医
療
交
流
」と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
促
進
の
為
に
、政
府
で
は
海
外
か
ら
病
気
の
治
療
や
健
康

診
断
を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
対
し
て
、最
長
６
カ
月
の
滞

在
を
認
め
る「
医
療
滞
在
査
証（
ビ
ザ
）」を
新
設
し
、11
年

1
月
か
ら
発
給
を
始
め
て
い
る
。日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ

る
と
、日
本
に
医
療
目
的
で
渡
航
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
は

2
0
2
0
年
に
は
年
間
43
万
人
、観
光
を
含
め
た
市
場
規

模
は
約
5
，5
0
0
億
円
、経
済
波
及
効
果
は
2,
8
0
0

億
円
が
期
待
出
来
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
の
強
み
と
な
る
の
は
、鳥
栖
市
、指
宿
市
の
ガ
ン
粒

※
C
I
Q
：
税
関
（C

ustom
s

）、出
入
国
管
理（Im

m
igration

）、

検
疫（Q

uarantine

）の
頭
文
字
を
取
って一語
と
し
た
も
の
で
、国
境

を
越
え
る
交
通
及
び
物
流
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
手
続
き
。

訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階 

〜
2
0
1
1
年
版 

九
州
経
済
白
書
よ
り

調査研究部　研究員

［略歴］
1962年 福岡県生まれ
1988年 九州大学工学部 
　　　　水工土木学科 卒業

財団法人 九州経済調査協会

八尋 和郎氏
調査研究部　研究主幹

拡
大
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

カ
ギ
と
な
る
海
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1
0
0
万
人
を
超
え
る
訪
日
外
国
人

九
州
の
訪
日
外
国
人
の
市
場
規
模
は

1,
2
0
3
億
円
、波
及
効
果
1,
5
1
2
億
円
　

自
由
度
高
い
九
州
旅
行

少
な
い
買
物
に
よ
る
支
出

九
州
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
の
到
来

１

九
州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

九
州
を
東
ア
ジ
ア
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
に

中
国
人
団
体
旅
行
へ
の
対
応
力
を
強
化

様
々
な
産
業
と
の
連
携
強
化

医
療・健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

図表4　九州における訪日外国人の経済効果（2010年）（単位：百万円、人）

経済波及

第 1 次 波 及 効 果
（直接効果+1次間接効果）
第 2 次 波 及 効 果

合　計

121,692

29,527

72,093

18,469

15,110

2,474
151,219 90,561 17,584

効果 粗付加価値
うち

誘発額

就業
誘発者数

図表3　訪日外国人の港湾からの入国者数 （単位：人）

福岡県
山口県
長崎県
大阪府
沖縄県
富山県
北海道
広島県
兵庫県
新潟県

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2005 2009
434,658428,029

178,152
71,429
57,722
47,277
32,396
12,165
9,836
6,123
6,079
2,320

福岡県
沖縄県
山口県
長崎県
大阪府
鹿児島県
北海道
鳥取県
兵庫県
神奈川県

145,759
79,132
64,794
64,733
35,087
13,114
8,304
7,310
5,889
3,418

順位 全　国 全　国

資料） 法務省「出入国管理統計年報」より九経調作成

資料） 法務省「出入国管理統計年報」
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図表2　九州・山口の国別訪日外国人の推移

1998年＝100

子
線
施
設
の
稼
働
で
あ
ろ
う
。ガ
ン
粒
子
線
は
、病
巣
に

絞
っ
て
照
射
す
る
最
先
端
の
放
射
線
治
療
法
で
あ
る
。指
宿

で
は
陽
子
線
照
射
、鳥
栖
で
は
重
粒
子
線
照
射
と
い
う
方

式
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、1
日
の
治
療
時
間
は
短
時
間

で
、数
日
か
ら
数
カ
月
間
の
治
療
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、治

療
以
外
の
時
間
に
温
泉
な
ど
の
療
養
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。ガ
ン
粒
子
線
治
療
施
設
は
、現
在
建
設
中
の
も
の
も

含
め
国
内
に
は
10
カ
所
あ
る
が
、ア
ジ
ア
諸
国
に
は
導
入
事

例
が
な
い
。今
後
、韓
国
や
中
国
で
計
画
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、他
国
で
導
入
さ
れ
る
前
に
九
州
で
旅
行
商
品
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
ア
ジ
ア
圏
の
旅
行
客
の
拡
大
に
よ
り
、ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
時
代
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。九
州
に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、九
州
が
ア
ジ
ア
に
近
い

と
い
う
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
、大
量
の
人
が
日
常
的

に
、気
軽
に
九
州
と
ア
ジ
ア
を
往
来
す
る
時
代
で
あ
る
。低

価
格
な
旅
行
と
い
う
強
み
は
、訪
日
外
国
人
が
東
京
〜
大

阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る
構
造
か
ら
の
脱

却
を
図
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
今
後
、隣
国
間
で
の
観
光
客
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、九
州
は
、満
足
度
を
高
め
、九
州
フ
ァ

ン・リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
旅
行
消
費
額
、滞
在
時

間
を
伸
ば
す
と
同
時
に
、多
様
な
企
業
の
参
入
に
よ
っ
て
産

業
連
関
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

展
望
と
課
題

3

図表1　九州・山口の入国外国人数の長期推移（1975～2020年）

（目標値）

（アジアインバウンド時代）

九州・山口

国際観光以前 黎明期 助走期 発展期
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は
じ
め
に

　
本
年
２
月
、九
州
経
済
調
査
協
会
で
は
、2
0
1
1
年
版

九
州
経
済
白
書「
訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階
」を
刊
行

し
た
。本
書
で
は
、九
州・沖
縄・山
口
に
お
け
る
外
国
人
観

光
客
の
動
向
を
、統
計
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、取
材
を

も
と
に
分
析
し
て
い
る
。

　
九
州
で
は
、近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
に
伴
い
、外
国
人

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。増
加
ペ
ー
ス
は
非
常
に
強
く
、今

後
も
そ
の
流
れ
は
加
速
す
る
と
み
て
お
り
、九
州
経
済
を
牽

引
す
る
新
た
な
産
業
の
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、本
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
。外
国
人
の
日
本
へ
の
渡
航
が
減
少
し
た
こ
と

で
、足
下
で
は
九
州
への
外
国
人
客
も
激
減
し
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。し
か
し
、九
州
は
震
災

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、今
後
は

む
し
ろ
他
地
域
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
外
国
人
客
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

  　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
は
、年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
た
。九
州
の
入
国
外
国
人
数
の
長

期
推
移
を
み
る
と
、1
9
8
5
年
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円

高
、88
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
な
ど
数
回
の
落
ち
込
み
は

あ
る
も
の
の
、75
年
以
降
、ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て

い
る
。九
州
は
、経
済
成
長
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る「
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
」を
迎
え
て
い

る（
図
表
1
）。

　
政
府
で
は
、2
0
2
0
年
初
め
ま
で
に
訪
日
外
国
人
数
を

年
間
2
，5
0
0
万
人
ま
で
拡
大
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。九
州
で
は
、そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

訪
日
外
国
人
数
を
現
在
の
1
0
0
万
人
か
ら
、2
5
0
万

人（
政
府
目
標
の
1
割
）ま
で
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
を
牽
引
す
る
の
は
、ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、特
に
中
国
人
観
光
客
の
伸
び
が

高
い
。も
と
も
と
欧
米
と
の
国
際
航
空
路
線
が
少
な
い
九
州

は
、入
国
外
国
人
数
に
占
め
る
ア
ジ
ア
の
比
率
が
高
く
、

2
0
0
0
年
代
に
は
90
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。全
体

的
な
訪
日
外
国
人
数
は
韓
国
人
が
多
い
も
の
の
、中
国
に
お

け
る
旅
行
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、九
州
を
訪
れ
る
中
国
人
観

光
客
は
増
加
し
て
い
る
。九
州・山
口
へ
の
入
国
者
数
の
推
移

を
98
年
を
1
0
0
と
し
て
み
る
と
、韓
国
は
2
0
0
7
年
ま

で
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
が
、08
年
、09
年
と
大
幅
に

低
下
し
た
。し
か
し
、中
国
は
09
年
に
は
98
年
の
約
4
倍
以

上
の
伸
び
と
な
って
お
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
も
伸
び
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
図
表
2
）。

　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
支
え
て
い
る
の
が
、海

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。入
国
外
国
人
数
の
港
湾（
船

舶
）か
ら
の
入
国
比
率
は
、全
国
が
5.
7
％
で
あ
る
な
か
、

九
州
は
2
0
0
0
年
代
の
後
半
に
40
％
を
超
え
、09
年
に

は
43.
4
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。九
州
へ
の
来
訪
は
、船
舶

が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
為
の
九
州
の
強
み
と
な
って
い
る
。

　
09
年
の
港
湾
か
ら
の
入
国
外
国
人
数
の
都
道
府
県
別
ラ

ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、14
万
6
，0
0
0
人
が
博
多
港
や
門

司
港
か
ら
入
国
し
た
福
岡
県
が
1
位
、沖
縄
県
が
2
位
、

山
口
県
が
3
位
、長
崎
県
が
4
位
、鹿
児
島
県
が
6
位
と

な
っ
て
い
る（
図
表
3
）。九
州
・
沖
縄
は
、海
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
と
同
時
に
、空
路
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、外

国
人
は
九
州
で
ど
の
よ
う
な
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。観
光
庁「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
調
査（
第
1

回
及
び
第
2
回
）」を
も
と
に
推
計
す
る
と
、九
州
の
訪
日

外
国
人
の
観
光
消
費
額
は
1
，2
0
3
億
円
、経
済
波
及

効
果
は
1
，5
1
2
億
円
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、就
業
者

数
1
7
，5
8
4
人
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る（
図
表
4
）。

九
州
7
県
の
日
本
人
を
含
め
た
旅
行
消
費
額
は
2.
4
兆

円（
九
州
経
済
調
査
月
報
2
0
1
0
年
9
月
）と
試
算
さ

れ
る
為
、訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
観
光
消
費
額
全
体
の

5.
0
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。訪
日
外
国
人
に
関
連
す

る
産
業
は
、よ
う
や
く
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
と
い
え

る
。

　
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
を
来
訪
地
域
別
に
み
る
と
、九

州
の
訪
日
外
国
人
の
1
人
あ
た
り
の
消
費
総
額
は
15.
2

万
円
、北
海
道
が
19.
2
万
円
、関
東
が
21.
3
万
円
、沖
縄

は
14.
8
万
円
で
あ
っ
た
。九
州・沖
縄
は
日
本
の
中
で
も
、

低
価
格
な
旅
行
が
出
来
る
地
域
と
い
え
る
。

　
料
金
の
安
さ
は
、ア
ジ
ア
と
の
近
さ
か
ら
交
通
費
や
パ
ッ

ク
旅
行
費
が
安
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
費
と
往
復
航
空
運
賃
の
い
わ
ゆ
る「
旅
行
前
の
消

費
」は
、九
州
は
全
消
費
額
の
約
48
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

北
海
道
旅
行
は
約
69
％
を
占
め
て
い
る
。九
州
は
ど
の
地

域
よ
り
も「
旅
行
中
の
支
出
」の
割
合
が
高
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

　
旅
行
中
の
支
出
額
は
九
州
の
8
万
円
に
対
し
北
海
道
は

6
万
円
と
な
っ
た
。旅
行
中
の
消
費
と
し
て
九
州
で
消
費
額

の
割
合
が
北
海
道
を
上
回
る
の
は
、宿
泊
料
金
や
飲
食
費

で
あ
る
。低
価
格
と
は
い
え
、宿
泊
や
飲
食
の
選
択
の
自
由

度
が
高
く
、多
様
な
宿
泊
施
設
や
食
を
楽
し
む
傾
向
が
う

か
が
え
る
。

　
北
海
道
の
場
合
、パ
ッ
ク
旅
行
の
割
合
が
75.
4
%
で
あ

る
の
に
対
し
、九
州
は
24.
8
％
程
度
で
あ
り
、個
人
旅
行

化
が
進
ん
で
い
る（
観
光
庁「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」）。九
州
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、旅
行
社
で
決
め

ら
れ
た
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
に
旅
程
が
限
定
さ
れ
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
、域
内
の
宿
泊
事
業
者
や
運
輸
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
って
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
九
州
の
旅
行
中
の
1
人
当
り
買
物
代
は
2
万
4
，

6
7
5
円
で
あ
り
、北
海
道
の
3
万
4
，3
2
9
円
と
約
１

万
円
の
差
が
あ
る
。北
海
道
と
差
が
つ
い
て
い
る
の
は「
菓

子
類
」で
、そ
の
差
は
客
単
価
で
約
3
，0
0
0
円
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
、「
白
い
恋
人
」（
石
屋
製
菓
）、「
札
幌
農
学

校
」（
き
の
と
や
）、「
北
海
道
じ
ゃ
が
ッ
キ
ー
」（
わ
か
さ
い
も

本
舗
）な
ど
人
気
の
菓
子
が
多
く
、ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

に
も
好
ま
れ
て
い
る
。「
白
い
恋
人
」は
台
湾
人
を
中
心
に

人
気
が
あ
り
、箱
単
位
で
の
ま
と
め
買
い
も
珍
し
く
な
い
。

多
く
の
商
品
が
、北
海
道
産
の
牛
乳
や
バ
タ
ー
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
地
域
の
食
材
を
使
う
と
同
時
に
、雪
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
、北
海
道
や
札
幌
な
ど
の
地
名
が
付
く

商
品
で
あ
る
。菓
子
は
、物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
域
外
に

出
る
が
、北
海
道
内
で
の
販
売
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、海

外
で
の
お
土
産
物
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
って
い
る
。

　
今
後
、訪
日
外
国
人
の
消
費
を
増
や
す
に
は
、九
州
の
強

み
を
生
か
し
た
土
産
品
の
開
発
や
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
誘
致
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
の
九
州
の
訪
日
外
国
人
観
光
の
拡
大
へ
の
取
組
と

し
て
、「
ア
ジ
ア
の
安
近
短
旅
行
の
受
入
拠
点
化
」、「
九
州

の
旅
行
商
品
の
高
付
加
価
値
化
」の
２
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
量
的
な
拡
大
を
図
る
こ
と
、も
う
１
つ
は
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
獲
得
競
争
は
、国
内
の
地
域
間
だ
け

で
な
く
国
際
的
に
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。九
州
で
も
各

種
の
観
光
施
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
施
し
て
、九
州
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
早
期
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
観
光
推
進
機
構
は
10
年
9
月
、内
閣
府「
地
域
活

性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」に「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特

区
」を
申
請
し
た
。「
地
域
活
性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」

は
、政
府
の「
新
成
長
戦
略（
2
0
1
0
年
6
月
）」に
基
づ

き
創
設
を
予
定
し
て
い
る「
総
合
特
区
制
度
」の
1
つ
で
あ

り
、規
制
の
特
例
措
置
や
税
制・財
政・金
融
上
の
支
援
措

置
等
を
パッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特
区
」で
は
、①
東
ア
ジ
ア

の
日
常
的
な
安
近
短
観
光
特
区・九
州
、②
東
ア
ジ
ア
の
治

療・健
診・療
養
特
区・九
州
、③
東
ア
ジ
ア
の
教
育
旅
行・

知
的
観
光
特
区
・
九
州
の
3
つ
を
掲
げ
て
お
り
、C
I
Q

（
※
）の
簡
素
化
、迅
速
化
の
推
進
や
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
支
援
等
31
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。

　
九
州
は
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
が
高
頻
度
に
来
訪
し
、

短
時
間
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
地
域
で
あ
る
。入
国
の

制
度
や
体
制
を
整
備
し
、気
軽
に
訪
問
出
来
る〝
九
州
〞を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
は
、訪
日
外
国
人
の
船
舶
に
よ
る
大
量
集
客
が
可

能
な
こ
と
が
特
徴
の
1
つ
で
あ
る
。そ
し
て
、近
年
増
加
し

て
い
る
中
国
発
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、1
週
間
以
内
の
旅
程
が

多
く
、国
内
で
は
距
離
的
に
み
て
九
州
に
優
位
性
が
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
が
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
と
拡
大
し
て

い
け
ば
、当
面
ク
ル
ー
ズ
需
要
は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

　
停
泊
時
間
が
限
ら
れ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
効
果
を
引
き
出

す
た
め
に
は
、ま
ず
、多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
を
下
船
さ
せ
、出

来
る
だ
け
多
く
消
費
さ
せ
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

C
I
Q
迅
速
化（
入
国
審
査
ブ
ー
ス
の
拡
大
、補
助
要
員
の

増
員
、入
国
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
）と
と
も
に
、都
市
の

魅
力
ア
ッ
プ
や
購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫（
店
舗
情

報
や
商
品
知
識
の
提
供
、円
滑
な
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
）が

求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、九
州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
定
着
さ
せ

る
に
は
、九
州
各
県
の
港
湾
間
で
誘
致
競
争
を
す
る
よ
り
、

「
九
州
」と
し
て
の
寄
港
を
P
R
す
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
安
定
的
に
寄
港
さ
せ
る
為
に
は
、日
本
人
乗

船
客
の
増
加
も
必
要
で
あ
ろ
う
。ク
ル
ー
ズ
船
社
は
乗
客
の

存
在
す
る
と
こ
ろ
に
配
船
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。今
の
と
こ
ろ
日
本
人
は
ク
ル
ー
ズ
に
対
し
て「
高
価
格
」

や「
長
期
旅
行
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、日
本
の
ク

ル
ー
ズ
市
場
は
所
得
水
準
や
旅
行
市
場
の
成
熟
度
に
対
し

極
端
に
小
さ
い
。こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
と
新
幹
線
、高
速
バ
ス
、航
空
機
と
を
組
み

合
わ
せ
、陸
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド・ツ
ア
ー
や
、空
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
フ
ラ
イ・ア

ン
ド・ク
ル
ー
ズ
と
いっ
た
多
様
な
旅
行
商
品
を
提
案
し
、九

州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
母
港
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。特

に
、本
年
3
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
開
業
を
期
に
九
州
各

地
の
観
光
地
の
再
評
価
と
P
R
が
図
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら

を
外
国
人
客
向
け
の
観
光
資
源
、旅
行
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
人
へ
の
ビ
ザ
の
発
給
要
件
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
お

り
、今
後
、個
人
観
光
客
も
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、団
体
観
光
の
比
率
は
09
年
に
5
割
を
上
回
り
、増

加
傾
向
に
あ
る
。こ
の
為
、中
国
か
ら
の
観
光
客
は
当
面
、

団
体
観
光
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、中
国
人
団
体
客
は
、東
京
〜
大
阪
間
の
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
が
、次
第
に

地
方
へ
と
分
散
す
る
で
あ
ろ
う
。そ
れ
ら
を
九
州
で
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
団
体
観
光
客
の
受
入
は
、宿
泊
施
設
に
と
っ
て
稼
働
率
を

高
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、と
も
す
れ
ば
旅
行
社
か

ら
の
値
下
げ
圧
力
か
ら
薄
利
多
売
の
低
価
格
競
争
に
陥
る

可
能
性
が
あ
る
。低
価
格
な
旅
行
商
品
の
企
画
で
も
利
益

が
出
せ
る
構
造
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。九
州・日
本
の
旅

行
社
や
宿
泊
施
設
、観
光
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で
、九
州

の
人
件
費
や
食
材
の
安
さ
に
加
え
、価
格
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
や
食
の
質
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）の
調
査
に
よ
る
と
、訪

日
外
国
人
の
観
光
目
的
と
し
て「
日
本
の
食
事
」が
上
位
と

な
って
い
る
。九
州
は
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
、各
地
に
個
性

あ
る
郷
土
料
理
や
土
産
が
あ
り
、農
林
水
産
業
や
食
品
産

業
と
訪
日
外
国
人
観
光
と
の
連
関
が
実
を
結
ぶ
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、ア
ジ
ア
で
は
80
年
代
生
ま
れ
の
新
し
い
世
代
が
海

外
旅
行
に
も
台
頭
し
て
お
り
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。九
州
で

は
、こ
う
し
た
新
し
い
世
代
の
誘
客
も
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、観
光
産
業
と
フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
、美
容
産
業
な

ど
と
の
融
合
が
あ
る
。中
国
人
向
け
の
観
光
ツ
ア
ー
を
組
成

す
る
企
業
の
な
か
に
は
、福
岡
の
美
容
院
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、様
々
な
産
業
と
の
連
携
が
、九
州
旅
行
の
高

付
加
価
値
化
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
高
付
加
価
値
な
旅
行
の
1
つ
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
自
国
に
は
な
い
医
療
機
器
で
の
治
療
や
検
診
と
、オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
観
光
の
双
方
を
目
的
に
海
外
を
訪
れ
る
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、政
府
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
に
も「
国

際
医
療
交
流
」と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
促
進
の
為
に
、政
府
で
は
海
外
か
ら
病
気
の
治
療
や
健
康

診
断
を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
対
し
て
、最
長
６
カ
月
の
滞

在
を
認
め
る「
医
療
滞
在
査
証（
ビ
ザ
）」を
新
設
し
、11
年

1
月
か
ら
発
給
を
始
め
て
い
る
。日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ

る
と
、日
本
に
医
療
目
的
で
渡
航
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
は

2
0
2
0
年
に
は
年
間
43
万
人
、観
光
を
含
め
た
市
場
規

模
は
約
5
，5
0
0
億
円
、経
済
波
及
効
果
は
2,
8
0
0

億
円
が
期
待
出
来
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
の
強
み
と
な
る
の
は
、鳥
栖
市
、指
宿
市
の
ガ
ン
粒

※
C
I
Q
：
税
関
（C

ustom
s

）、出
入
国
管
理（Im

m
igration

）、

検
疫（Q

uarantine

）の
頭
文
字
を
取
って一語
と
し
た
も
の
で
、国
境

を
越
え
る
交
通
及
び
物
流
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
手
続
き
。

訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階 

〜
2
0
1
1
年
版 

九
州
経
済
白
書
よ
り
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図表4　九州における訪日外国人の経済効果（2010年）（単位：百万円、人）

経済波及

第 1 次 波 及 効 果
（直接効果+1次間接効果）
第 2 次 波 及 効 果

合　計

121,692

29,527

72,093

18,469

15,110

2,474
151,219 90,561 17,584

効果 粗付加価値
うち

誘発額

就業
誘発者数

図表3　訪日外国人の港湾からの入国者数 （単位：人）

福岡県
山口県
長崎県
大阪府
沖縄県
富山県
北海道
広島県
兵庫県
新潟県

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2005 2009
434,658428,029

178,152
71,429
57,722
47,277
32,396
12,165
9,836
6,123
6,079
2,320

福岡県
沖縄県
山口県
長崎県
大阪府
鹿児島県
北海道
鳥取県
兵庫県
神奈川県

145,759
79,132
64,794
64,733
35,087
13,114
8,304
7,310
5,889
3,418

順位 全　国 全　国

資料） 法務省「出入国管理統計年報」より九経調作成

資料） 法務省「出入国管理統計年報」
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図表2　九州・山口の国別訪日外国人の推移

1998年＝100

子
線
施
設
の
稼
働
で
あ
ろ
う
。ガ
ン
粒
子
線
は
、病
巣
に

絞
っ
て
照
射
す
る
最
先
端
の
放
射
線
治
療
法
で
あ
る
。指
宿

で
は
陽
子
線
照
射
、鳥
栖
で
は
重
粒
子
線
照
射
と
い
う
方

式
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、1
日
の
治
療
時
間
は
短
時
間

で
、数
日
か
ら
数
カ
月
間
の
治
療
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、治

療
以
外
の
時
間
に
温
泉
な
ど
の
療
養
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。ガ
ン
粒
子
線
治
療
施
設
は
、現
在
建
設
中
の
も
の
も

含
め
国
内
に
は
10
カ
所
あ
る
が
、ア
ジ
ア
諸
国
に
は
導
入
事

例
が
な
い
。今
後
、韓
国
や
中
国
で
計
画
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、他
国
で
導
入
さ
れ
る
前
に
九
州
で
旅
行
商
品
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
ア
ジ
ア
圏
の
旅
行
客
の
拡
大
に
よ
り
、ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
時
代
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。九
州
に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、九
州
が
ア
ジ
ア
に
近
い

と
い
う
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
、大
量
の
人
が
日
常
的

に
、気
軽
に
九
州
と
ア
ジ
ア
を
往
来
す
る
時
代
で
あ
る
。低

価
格
な
旅
行
と
い
う
強
み
は
、訪
日
外
国
人
が
東
京
〜
大

阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る
構
造
か
ら
の
脱

却
を
図
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
今
後
、隣
国
間
で
の
観
光
客
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、九
州
は
、満
足
度
を
高
め
、九
州
フ
ァ

ン・リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
旅
行
消
費
額
、滞
在
時

間
を
伸
ば
す
と
同
時
に
、多
様
な
企
業
の
参
入
に
よ
っ
て
産

業
連
関
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

展
望
と
課
題

3

図表1　九州・山口の入国外国人数の長期推移（1975～2020年）

（目標値）
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訪
日
外
国
人
市
場
の
実
態

2

［略歴］
1980年 岡山県生まれ
2002年 九州大学文学部 
　　　　人文地理学専攻 卒業

財団法人 九州経済調査協会

松嶋 慶祐氏

は
じ
め
に

　
本
年
２
月
、九
州
経
済
調
査
協
会
で
は
、2
0
1
1
年
版

九
州
経
済
白
書「
訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階
」を
刊
行

し
た
。本
書
で
は
、九
州・沖
縄・山
口
に
お
け
る
外
国
人
観

光
客
の
動
向
を
、統
計
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、取
材
を

も
と
に
分
析
し
て
い
る
。

　
九
州
で
は
、近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
に
伴
い
、外
国
人

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。増
加
ペ
ー
ス
は
非
常
に
強
く
、今

後
も
そ
の
流
れ
は
加
速
す
る
と
み
て
お
り
、九
州
経
済
を
牽

引
す
る
新
た
な
産
業
の
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、本
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
。外
国
人
の
日
本
へ
の
渡
航
が
減
少
し
た
こ
と

で
、足
下
で
は
九
州
への
外
国
人
客
も
激
減
し
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。し
か
し
、九
州
は
震
災

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、今
後
は

む
し
ろ
他
地
域
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
外
国
人
客
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

  　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
は
、年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
た
。九
州
の
入
国
外
国
人
数
の
長

期
推
移
を
み
る
と
、1
9
8
5
年
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円

高
、88
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
な
ど
数
回
の
落
ち
込
み
は

あ
る
も
の
の
、75
年
以
降
、ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て

い
る
。九
州
は
、経
済
成
長
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る「
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
」を
迎
え
て
い

る（
図
表
1
）。

　
政
府
で
は
、2
0
2
0
年
初
め
ま
で
に
訪
日
外
国
人
数
を

年
間
2
，5
0
0
万
人
ま
で
拡
大
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。九
州
で
は
、そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

訪
日
外
国
人
数
を
現
在
の
1
0
0
万
人
か
ら
、2
5
0
万

人（
政
府
目
標
の
1
割
）ま
で
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
を
牽
引
す
る
の
は
、ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、特
に
中
国
人
観
光
客
の
伸
び
が

高
い
。も
と
も
と
欧
米
と
の
国
際
航
空
路
線
が
少
な
い
九
州

は
、入
国
外
国
人
数
に
占
め
る
ア
ジ
ア
の
比
率
が
高
く
、

2
0
0
0
年
代
に
は
90
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。全
体

的
な
訪
日
外
国
人
数
は
韓
国
人
が
多
い
も
の
の
、中
国
に
お

け
る
旅
行
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、九
州
を
訪
れ
る
中
国
人
観

光
客
は
増
加
し
て
い
る
。九
州・山
口
へ
の
入
国
者
数
の
推
移

を
98
年
を
1
0
0
と
し
て
み
る
と
、韓
国
は
2
0
0
7
年
ま

で
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
が
、08
年
、09
年
と
大
幅
に

低
下
し
た
。し
か
し
、中
国
は
09
年
に
は
98
年
の
約
4
倍
以

上
の
伸
び
と
な
って
お
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
も
伸
び
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
図
表
2
）。

　
九
州
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
支
え
て
い
る
の
が
、海

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。入
国
外
国
人
数
の
港
湾（
船

舶
）か
ら
の
入
国
比
率
は
、全
国
が
5.
7
％
で
あ
る
な
か
、

九
州
は
2
0
0
0
年
代
の
後
半
に
40
％
を
超
え
、09
年
に

は
43.
4
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。九
州
へ
の
来
訪
は
、船
舶

が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
為
の
九
州
の
強
み
と
な
って
い
る
。

　
09
年
の
港
湾
か
ら
の
入
国
外
国
人
数
の
都
道
府
県
別
ラ

ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、14
万
6
，0
0
0
人
が
博
多
港
や
門

司
港
か
ら
入
国
し
た
福
岡
県
が
1
位
、沖
縄
県
が
2
位
、

山
口
県
が
3
位
、長
崎
県
が
4
位
、鹿
児
島
県
が
6
位
と

な
っ
て
い
る（
図
表
3
）。九
州
・
沖
縄
は
、海
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
と
同
時
に
、空
路
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、外

国
人
は
九
州
で
ど
の
よ
う
な
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。観
光
庁「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
調
査（
第
1

回
及
び
第
2
回
）」を
も
と
に
推
計
す
る
と
、九
州
の
訪
日

外
国
人
の
観
光
消
費
額
は
1
，2
0
3
億
円
、経
済
波
及

効
果
は
1
，5
1
2
億
円
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、就
業
者

数
1
7
，5
8
4
人
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る（
図
表
4
）。

九
州
7
県
の
日
本
人
を
含
め
た
旅
行
消
費
額
は
2.
4
兆

円（
九
州
経
済
調
査
月
報
2
0
1
0
年
9
月
）と
試
算
さ

れ
る
為
、訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
観
光
消
費
額
全
体
の

5.
0
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。訪
日
外
国
人
に
関
連
す

る
産
業
は
、よ
う
や
く
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
と
い
え

る
。

　
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
を
来
訪
地
域
別
に
み
る
と
、九

州
の
訪
日
外
国
人
の
1
人
あ
た
り
の
消
費
総
額
は
15.
2

万
円
、北
海
道
が
19.
2
万
円
、関
東
が
21.
3
万
円
、沖
縄

は
14.
8
万
円
で
あ
っ
た
。九
州・沖
縄
は
日
本
の
中
で
も
、

低
価
格
な
旅
行
が
出
来
る
地
域
と
い
え
る
。

　
料
金
の
安
さ
は
、ア
ジ
ア
と
の
近
さ
か
ら
交
通
費
や
パ
ッ

ク
旅
行
費
が
安
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
費
と
往
復
航
空
運
賃
の
い
わ
ゆ
る「
旅
行
前
の
消

費
」は
、九
州
は
全
消
費
額
の
約
48
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

北
海
道
旅
行
は
約
69
％
を
占
め
て
い
る
。九
州
は
ど
の
地

域
よ
り
も「
旅
行
中
の
支
出
」の
割
合
が
高
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

　
旅
行
中
の
支
出
額
は
九
州
の
8
万
円
に
対
し
北
海
道
は

6
万
円
と
な
っ
た
。旅
行
中
の
消
費
と
し
て
九
州
で
消
費
額

の
割
合
が
北
海
道
を
上
回
る
の
は
、宿
泊
料
金
や
飲
食
費

で
あ
る
。低
価
格
と
は
い
え
、宿
泊
や
飲
食
の
選
択
の
自
由

度
が
高
く
、多
様
な
宿
泊
施
設
や
食
を
楽
し
む
傾
向
が
う

か
が
え
る
。

　
北
海
道
の
場
合
、パ
ッ
ク
旅
行
の
割
合
が
75.
4
%
で
あ

る
の
に
対
し
、九
州
は
24.
8
％
程
度
で
あ
り
、個
人
旅
行

化
が
進
ん
で
い
る（
観
光
庁「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」）。九
州
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、旅
行
社
で
決
め

ら
れ
た
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
に
旅
程
が
限
定
さ
れ
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
、域
内
の
宿
泊
事
業
者
や
運
輸
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
って
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
九
州
の
旅
行
中
の
1
人
当
り
買
物
代
は
2
万
4
，

6
7
5
円
で
あ
り
、北
海
道
の
3
万
4
，3
2
9
円
と
約
１

万
円
の
差
が
あ
る
。北
海
道
と
差
が
つ
い
て
い
る
の
は「
菓

子
類
」で
、そ
の
差
は
客
単
価
で
約
3
，0
0
0
円
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
、「
白
い
恋
人
」（
石
屋
製
菓
）、「
札
幌
農
学

校
」（
き
の
と
や
）、「
北
海
道
じ
ゃ
が
ッ
キ
ー
」（
わ
か
さ
い
も

本
舗
）な
ど
人
気
の
菓
子
が
多
く
、ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

に
も
好
ま
れ
て
い
る
。「
白
い
恋
人
」は
台
湾
人
を
中
心
に

人
気
が
あ
り
、箱
単
位
で
の
ま
と
め
買
い
も
珍
し
く
な
い
。

多
く
の
商
品
が
、北
海
道
産
の
牛
乳
や
バ
タ
ー
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
地
域
の
食
材
を
使
う
と
同
時
に
、雪
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
、北
海
道
や
札
幌
な
ど
の
地
名
が
付
く

商
品
で
あ
る
。菓
子
は
、物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
域
外
に

出
る
が
、北
海
道
内
で
の
販
売
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、海

外
で
の
お
土
産
物
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
って
い
る
。

　
今
後
、訪
日
外
国
人
の
消
費
を
増
や
す
に
は
、九
州
の
強

み
を
生
か
し
た
土
産
品
の
開
発
や
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
誘
致
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
の
九
州
の
訪
日
外
国
人
観
光
の
拡
大
へ
の
取
組
と

し
て
、「
ア
ジ
ア
の
安
近
短
旅
行
の
受
入
拠
点
化
」、「
九
州

の
旅
行
商
品
の
高
付
加
価
値
化
」の
２
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
量
的
な
拡
大
を
図
る
こ
と
、も
う
１
つ
は
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
獲
得
競
争
は
、国
内
の
地
域
間
だ
け

で
な
く
国
際
的
に
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。九
州
で
も
各

種
の
観
光
施
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
施
し
て
、九
州
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
早
期
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
観
光
推
進
機
構
は
10
年
9
月
、内
閣
府「
地
域
活

性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」に「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特

区
」を
申
請
し
た
。「
地
域
活
性
化
総
合
特
区（
仮
称
）」

は
、政
府
の「
新
成
長
戦
略（
2
0
1
0
年
6
月
）」に
基
づ

き
創
設
を
予
定
し
て
い
る「
総
合
特
区
制
度
」の
1
つ
で
あ

り
、規
制
の
特
例
措
置
や
税
制・財
政・金
融
上
の
支
援
措

置
等
を
パッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。「
九
州
ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特
区
」で
は
、①
東
ア
ジ
ア

の
日
常
的
な
安
近
短
観
光
特
区・九
州
、②
東
ア
ジ
ア
の
治

療・健
診・療
養
特
区・九
州
、③
東
ア
ジ
ア
の
教
育
旅
行・

知
的
観
光
特
区
・
九
州
の
3
つ
を
掲
げ
て
お
り
、C
I
Q

（
※
）の
簡
素
化
、迅
速
化
の
推
進
や
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
支
援
等
31
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。

　
九
州
は
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
が
高
頻
度
に
来
訪
し
、

短
時
間
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
地
域
で
あ
る
。入
国
の

制
度
や
体
制
を
整
備
し
、気
軽
に
訪
問
出
来
る〝
九
州
〞を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
九
州
は
、訪
日
外
国
人
の
船
舶
に
よ
る
大
量
集
客
が
可

能
な
こ
と
が
特
徴
の
1
つ
で
あ
る
。そ
し
て
、近
年
増
加
し

て
い
る
中
国
発
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、1
週
間
以
内
の
旅
程
が

多
く
、国
内
で
は
距
離
的
に
み
て
九
州
に
優
位
性
が
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
が
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
と
拡
大
し
て

い
け
ば
、当
面
ク
ル
ー
ズ
需
要
は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

　
停
泊
時
間
が
限
ら
れ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
効
果
を
引
き
出

す
た
め
に
は
、ま
ず
、多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
を
下
船
さ
せ
、出

来
る
だ
け
多
く
消
費
さ
せ
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

C
I
Q
迅
速
化（
入
国
審
査
ブ
ー
ス
の
拡
大
、補
助
要
員
の

増
員
、入
国
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
）と
と
も
に
、都
市
の

魅
力
ア
ッ
プ
や
購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫（
店
舗
情

報
や
商
品
知
識
の
提
供
、円
滑
な
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
）が

求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、九
州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
定
着
さ
せ

る
に
は
、九
州
各
県
の
港
湾
間
で
誘
致
競
争
を
す
る
よ
り
、

「
九
州
」と
し
て
の
寄
港
を
P
R
す
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
安
定
的
に
寄
港
さ
せ
る
為
に
は
、日
本
人
乗

船
客
の
増
加
も
必
要
で
あ
ろ
う
。ク
ル
ー
ズ
船
社
は
乗
客
の

存
在
す
る
と
こ
ろ
に
配
船
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。今
の
と
こ
ろ
日
本
人
は
ク
ル
ー
ズ
に
対
し
て「
高
価
格
」

や「
長
期
旅
行
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、日
本
の
ク

ル
ー
ズ
市
場
は
所
得
水
準
や
旅
行
市
場
の
成
熟
度
に
対
し

極
端
に
小
さ
い
。こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
と
新
幹
線
、高
速
バ
ス
、航
空
機
と
を
組
み

合
わ
せ
、陸
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド・ツ
ア
ー
や
、空
路
で
移
動
し
た
後
、乗
船
す
る
フ
ラ
イ・ア

ン
ド・ク
ル
ー
ズ
と
いっ
た
多
様
な
旅
行
商
品
を
提
案
し
、九

州
を
ク
ル
ー
ズ
船
の
母
港
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。特

に
、本
年
3
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
開
業
を
期
に
九
州
各

地
の
観
光
地
の
再
評
価
と
P
R
が
図
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら

を
外
国
人
客
向
け
の
観
光
資
源
、旅
行
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
人
へ
の
ビ
ザ
の
発
給
要
件
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
お

り
、今
後
、個
人
観
光
客
も
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、団
体
観
光
の
比
率
は
09
年
に
5
割
を
上
回
り
、増

加
傾
向
に
あ
る
。こ
の
為
、中
国
か
ら
の
観
光
客
は
当
面
、

団
体
観
光
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、中
国
人
団
体
客
は
、東
京
〜
大
阪
間
の
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
が
、次
第
に

地
方
へ
と
分
散
す
る
で
あ
ろ
う
。そ
れ
ら
を
九
州
で
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
団
体
観
光
客
の
受
入
は
、宿
泊
施
設
に
と
っ
て
稼
働
率
を

高
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、と
も
す
れ
ば
旅
行
社
か

ら
の
値
下
げ
圧
力
か
ら
薄
利
多
売
の
低
価
格
競
争
に
陥
る

可
能
性
が
あ
る
。低
価
格
な
旅
行
商
品
の
企
画
で
も
利
益

が
出
せ
る
構
造
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。九
州・日
本
の
旅

行
社
や
宿
泊
施
設
、観
光
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で
、九
州

の
人
件
費
や
食
材
の
安
さ
に
加
え
、価
格
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
や
食
の
質
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）の
調
査
に
よ
る
と
、訪

日
外
国
人
の
観
光
目
的
と
し
て「
日
本
の
食
事
」が
上
位
と

な
って
い
る
。九
州
は
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
、各
地
に
個
性

あ
る
郷
土
料
理
や
土
産
が
あ
り
、農
林
水
産
業
や
食
品
産

業
と
訪
日
外
国
人
観
光
と
の
連
関
が
実
を
結
ぶ
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、ア
ジ
ア
で
は
80
年
代
生
ま
れ
の
新
し
い
世
代
が
海

外
旅
行
に
も
台
頭
し
て
お
り
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。九
州
で

は
、こ
う
し
た
新
し
い
世
代
の
誘
客
も
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、観
光
産
業
と
フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
、美
容
産
業
な

ど
と
の
融
合
が
あ
る
。中
国
人
向
け
の
観
光
ツ
ア
ー
を
組
成

す
る
企
業
の
な
か
に
は
、福
岡
の
美
容
院
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
事
例
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、様
々
な
産
業
と
の
連
携
が
、九
州
旅
行
の
高

付
加
価
値
化
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
高
付
加
価
値
な
旅
行
の
1
つ
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
自
国
に
は
な
い
医
療
機
器
で
の
治
療
や
検
診
と
、オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
観
光
の
双
方
を
目
的
に
海
外
を
訪
れ
る
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、政
府
が
掲
げ
る
新
成
長
戦
略
に
も「
国

際
医
療
交
流
」と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
促
進
の
為
に
、政
府
で
は
海
外
か
ら
病
気
の
治
療
や
健
康

診
断
を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
対
し
て
、最
長
６
カ
月
の
滞

在
を
認
め
る「
医
療
滞
在
査
証（
ビ
ザ
）」を
新
設
し
、11
年

1
月
か
ら
発
給
を
始
め
て
い
る
。日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ

る
と
、日
本
に
医
療
目
的
で
渡
航
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
は

2
0
2
0
年
に
は
年
間
43
万
人
、観
光
を
含
め
た
市
場
規

模
は
約
5
，5
0
0
億
円
、経
済
波
及
効
果
は
2,
8
0
0

億
円
が
期
待
出
来
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
の
強
み
と
な
る
の
は
、鳥
栖
市
、指
宿
市
の
ガ
ン
粒

※
C
I
Q
：
税
関
（C

ustom
s

）、出
入
国
管
理（Im

m
igration

）、

検
疫（Q

uarantine

）の
頭
文
字
を
取
って一語
と
し
た
も
の
で
、国
境

を
越
え
る
交
通
及
び
物
流
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
手
続
き
。

訪
日
外
国
人
観
光
の
新
段
階 

〜
2
0
1
1
年
版 

九
州
経
済
白
書
よ
り
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図表4　九州における訪日外国人の経済効果（2010年）（単位：百万円、人）

経済波及

第 1 次 波 及 効 果
（直接効果+1次間接効果）
第 2 次 波 及 効 果

合　計

121,692

29,527

72,093

18,469

15,110

2,474
151,219 90,561 17,584

効果 粗付加価値
うち

誘発額

就業
誘発者数

図表3　訪日外国人の港湾からの入国者数 （単位：人）

福岡県
山口県
長崎県
大阪府
沖縄県
富山県
北海道
広島県
兵庫県
新潟県

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2005 2009
434,658428,029

178,152
71,429
57,722
47,277
32,396
12,165
9,836
6,123
6,079
2,320

福岡県
沖縄県
山口県
長崎県
大阪府
鹿児島県
北海道
鳥取県
兵庫県
神奈川県

145,759
79,132
64,794
64,733
35,087
13,114
8,304
7,310
5,889
3,418

順位 全　国 全　国
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図表2　九州・山口の国別訪日外国人の推移

1998年＝100

子
線
施
設
の
稼
働
で
あ
ろ
う
。ガ
ン
粒
子
線
は
、病
巣
に

絞
っ
て
照
射
す
る
最
先
端
の
放
射
線
治
療
法
で
あ
る
。指
宿

で
は
陽
子
線
照
射
、鳥
栖
で
は
重
粒
子
線
照
射
と
い
う
方

式
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、1
日
の
治
療
時
間
は
短
時
間

で
、数
日
か
ら
数
カ
月
間
の
治
療
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、治

療
以
外
の
時
間
に
温
泉
な
ど
の
療
養
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。ガ
ン
粒
子
線
治
療
施
設
は
、現
在
建
設
中
の
も
の
も

含
め
国
内
に
は
10
カ
所
あ
る
が
、ア
ジ
ア
諸
国
に
は
導
入
事

例
が
な
い
。今
後
、韓
国
や
中
国
で
計
画
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、他
国
で
導
入
さ
れ
る
前
に
九
州
で
旅
行
商
品
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
ア
ジ
ア
圏
の
旅
行
客
の
拡
大
に
よ
り
、ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
時
代
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。九
州
に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、九
州
が
ア
ジ
ア
に
近
い

と
い
う
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
、大
量
の
人
が
日
常
的

に
、気
軽
に
九
州
と
ア
ジ
ア
を
往
来
す
る
時
代
で
あ
る
。低

価
格
な
旅
行
と
い
う
強
み
は
、訪
日
外
国
人
が
東
京
〜
大

阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る
構
造
か
ら
の
脱

却
を
図
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
今
後
、隣
国
間
で
の
観
光
客
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、九
州
は
、満
足
度
を
高
め
、九
州
フ
ァ

ン・リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
旅
行
消
費
額
、滞
在
時

間
を
伸
ば
す
と
同
時
に
、多
様
な
企
業
の
参
入
に
よ
っ
て
産

業
連
関
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

展
望
と
課
題

3

図表1　九州・山口の入国外国人数の長期推移（1975～2020年）
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